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だつさんせい 
  

1934年6月30日にSAの優秀な指導者たちが処刑されたことで、SAの腰は砕

けました。1945年まで何も変わることはなかった。第三帝国における実質

的な機能を持たないSAは、以後、巨大で非政治的な軍事スポーツクラブ

を形成し、何の意味も持たなくなった。1939年に再び始まった戦争でさえ

も、何も変わらなかった。SAは独自の軍団を結成することを許されず、

SAの兵士のほとんどは他の国民と同様に国防軍で任務を果たし、SAの指

導者はいかなる形成的影響力も行使することができないまま、劣った指揮

官として戦い、死んでいった。 
  

したがって、政権を担っていた数年間は、今回のテーマにとってはむしろ

非生産的である。しかし、たとえポジティブな可能性に欠けていたとして
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も、SAの脱力感とネガティブな領域におけるその結果の分析は、SAの伝

統について本質的な視点を提供するものである： 
 

  SAはその性質上、決して独立した政治勢力ではなく、常に党の戦闘的エ

リートのための組織的枠組みであることを意図していた。したがって、必

然的に、SAの無力化は、SAが戦闘的な支部であったNSDAPの意義と主張

にも影響を与えざるを得なかった。茶シャツは、国家社会主義精神の最も

明確で純粋な表現者であったから、彼らの無力化は、革命的で形成的な力

としてのNSDAPの衰退に事実上つながった。1934年6月30日の決定は、総

統への忠誠を約束する見返りに、軍隊、行政、経済における権力の砦がそ

のまま残された反動との、あらゆるレベルと分業における革命の完成を放

棄することをもたらした。これは、国家と社会生活の本質的な領域が、物

事を形成する党の意志とその能力から引き離されたことを意味する。党が

国家を指揮する 

」というかつての主張は、社会的現実において実質的に無効化された。

NSDAPは、1933/34年の民族蜂起をきっかけに、できる限りの支配力を行

使した。 
  

1934年以降、革命は未完成のままであり、その手段においても、党は、当

初のSAの革命的、理想的、戦闘的な要素を欠き、私がかつて別の場所で

述べたように「記念行事を組織するための祝祭委員会」にますます堕落し

ていきました！確かに、偉大なことが行われた：  
 

NSDAPは、その下部組織によって、社会的領域ではドイツ労働者戦線、

青少年教育の分野ではヒトラーユーゲント、ドイツ女性の勧誘と教育では

NS女性協会など、国家社会主義者の物事を形作る意志を実際かつ効果的

に証明し、自己主張できるところで成功を収めた。これらの成果は、もし

党がすべての領域でかつての全権委任を主張することに成功したならば、

どのような効果があったかを想像させるものである。しかし、第三帝国

は、その本質的な権力政治的基盤において、せいぜいドイツが国家社会主

義になることであり、ローゼンベルクによれば、その実現には3世代ほど

必要であった--つまり、国家社会主義によって完全に訓練・教育された最

初の世代が成長するまでは。このように、国家社会主義国家は、当初意図

されていたように、権力政治的勝利と革命党の形成力がすべての領域に浸

透することに基づいていたのではなく、基本的には、党首が帝国首相にな
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り、この地位に並外れた権限を付与する方法を理解していたという事実に

のみ依存していた。このことは、総統の死後、反動が急速に立ち上がり、

自分たちの好みの体制を取り戻すことができたのに対し、国家社会主義運

動が、党首を権力者に持たないまま、一世代にわたってほとんどすべての

行動能力を失い、1970年代になってようやくそれを取り戻した理由も説明

できる。 
  

1944年7月20日以降、ボルマン首相率いる党本部は、党を権力に関与させ

ることに成功した：アドルフ・ヒトラーは、10年ぶりにNSDAPの手に帝

国の命運を取り戻したが、多くの点で遅すぎたのである。  
 

戦争というストレスと苦難の中で、レームの懸念と提案の正当性が次第に

明らかになっていく様子を観察するのは興味深い：ほぼ 10 年遅れで、国

家社会主義の影響を受けた精鋭部隊としてのヴァッフェン SS と国家社会

主義の人民民兵としてのフォルクススツルムの増強が、参謀総長のドイツ

国防軍の当初の構想を実現し、ボルマン率いる党は 1944 年 7 月 20 日以

降反動の力に対する必死のキャンペーンを行い、ドイツ国防軍指導部は反

動の反逆者に満ちていることが判明した。  
 

1945年の総統による2つの認証された声明は、1934年6月30日のSAの無力

化が、第三帝国の決定的な悲劇となったことを如実に示している：  
 

"私の墓碑にはこう書かれているはずだ：彼は将軍たちの犠牲者だっ
た！」「エルンスト・レームは正しかった：革命的-国家社会主義的精神
に満ちた国防軍が必要だった！」。 
  

反動との妥協とSAの継続的な無力化に加えて、1934年6月30日には、第三

帝国の崩壊に一役買うことになる第三の運命的な展開がもたらされた：ド

グマティズムの誕生である！  
 

教条主義とは、個々の信念、あるいは首尾一貫した信念の体系を絶対的な

真理であると宣言し、それによって自然や現実の多様性と開放性を強奪し

て曲げようとする内的態度のことを意味します。なぜなら、絶対的な信念

の檻の中に現実を閉じ込め、その形を変えようとする試みは、常に自然に
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反する行動や、自然やその法則をドグマに従属させようとする非人間的な

行動につながるからです。これは人間の内面的な性質と矛盾するため、教

条主義はその信奉者に人為的でヒステリックな狂信を生み出し、内なる疑

念をかき消すことを意図するが、その反対者は、妄想の体系に屈したくな

い、自然や現実を否定したくないという理由以外に正当な理由がないまま

弾圧される。キリスト教の教義「不条理だから信じる」、自由主義・資本

主義の基本法「人間の平等」のような原始的で高尚で単純なナンセンスか

ら、「我々」の洗練されたシステム、カトリックの教義、精神分析、マル

クス主義の教義体系まで、思想の非人間性がそこから生まれる現実に対す

る教義的歪みの弧は広範囲にわたっています。 
  

一方、国家社会主義は、イデオロギーではない。妄想的な信念から独断的

で人工的な教義を構築するのではなく、世界観と人生観として現実を見つ

め、自然とその法則の知識によってその中に確固たる位置を獲得し、その

上に自然で有機的な生活秩序を構築する。国家社会主義党はまた、独断的

ではない。党の規律と路線への従属を要求するのは、思想的教義の絶対的

真理を代表していると主張するからではなく、そのような規律は、戦闘的

な革命運動が、自然に反する支配社会を、自然と種に適合する共同体、新

秩序に置き換えることを可能にするために必要だからだ！  
 

ここでも、人工的なイデオロギーは打ち込まれず、自由で革命的な生活態

度が展開され、その中で、戦闘的な国家社会主義者（政治的兵士）は、人

間社会における自分の適切な位置を見つけ、その戦闘的な献身を通じて新

秩序の実現に貢献した！  
 

なぜなら、教条主義は、その確実性と最終的な説明の約束と、その命令的

な厳格さによって、多くの人々にとって、無慈悲な現実から逃れるための

絶え間ない誘惑であるからだ。しかし、全体として、国家社会主義、党と

そのSAは、常に教条主義とは無縁でありました。  

これも1934年6月30日に変わった：反動がSAの無力化から利益を得ただけ

でなく、SAはそれ以降、1944年7月20日にその国家的信頼性の低さと裏切

り行為が明らかになるまで無抵抗であり続けました！戦闘期、平時、戦時

のSS隊員も政治的な兵士であった。これまでSAについて述べてきたこと

は、SSにも大いに当てはまる。SSはもともと、政治的兵士の中のさらな

る選抜とエリート編成にほかならないのである。 
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したがって、SSが厳しい闘争の中で、一歩一歩、まず内部警備機構を征服

し、最後にヴァッフェン＝SSとの戦争で、ついに国家社会主義革命軍を実

現したことに驚くことはできません。これはまた、SS隊員の模範的な兵士

としての偉大さ、仲間意識、規律、犠牲への意欲、献身を説明するもので

あり、彼らは多くの点でアドルフ・ヒトラーの国家社会主義者に対する主

張-「人種と人格の価値の最も純粋な体現者」であるという-を実現してい

た！これらすべて、特にヴァッフェンSSの例には、政治的兵士の人生に対

する姿勢の真のモデルが見られる。レームの考えによれば、これはSAと

その精鋭部隊であるSAスタッフガードによって、最初から努力され実現

されるべきものであった。 
  

しかし、SSの問題は、1934年6月30日にSSの援助によって止められた必要

な開発が、数年後、実質的にすでに負けた戦争を考慮して、SSによって補

われなければならないことにあるのではなく、むしろ、SSは、SAと同様

に、もともと国家社会主義運動内の政治兵士のモデルから出発したが、帝

国総統ヒムラーの影響下で次第に独自のドグマ的イデオロギーが発達し、

最終的に国家社会主義と名前だけ共通することにある、ということであ

る：  
 

SSは、SAが常に当然のように考えていたように、国家社会主義党の下部

組織であり、したがってフォルクスゲマインシャフトの中に自分の居場所

を見つけることに満足せず、自らを国家の中の国家として、フォルクスゲ

マインシャフトの一部ではなく将来の主人として捉えていた！ 
  

ここでは、SSのイデオロギーを詳細に分析し、その内面が国家社会主義者

の人生観と相容れないことを証明する場ではありません。いくつかのキー

ワードだけで十分であろう：SSイデオロギーの構成要素は、北欧人種の至

高性、スラブ民族の劣等性、絶対的支配階級としての世襲貴族の構築で

あった。これらはすべて、反自然的で独断的な信念であり、国家社会主義

の人生観の核心部分と決定的に矛盾している！人種的多様性の認識(これ

は人種的憎悪を排除するものである!)、民族共同体の理念(これは、ドイ

ツ国民の中で少数派に過ぎない北欧人種を一方的に尊敬することと、新し

い血の貴族の主人性を主張することと同様に相容れない!) 

理論的には、SSはNSDAPの下部組織であったが、実際には、第三帝国に
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おいて完全に独立した権力組織を形成するようになり、最終的にはアドル

フ・ヒトラーへの個人的な忠誠の誓いによってのみ国家社会主義のフォル

クススタートと結びついていた。 

その権力の絶頂期には、SSの主要なサークルは、北欧人種に征服された

ヨーロッパ大陸の国家の中核として、ブルゴーニュに独立したSSの秩序国

家を建設し、最終的な勝利と総統の死、SSによる置き換えの後に国家社会

主義党を主導勢力として置き換えることを夢見ていました。 
  

明示する必要があります：  
  

否定されるべきは、秩序やエリート教育、あるいは真の人種的貴族の考え

ではなく、北欧の選択性の妄想や同様の教条的退化との混合であり、意図

されたフォルクスゲマインシャフトを人為的に引き裂き分裂させ、他のす

べての民族や人種を我々に敵対させるものである！もちろん、そのような

考えにふけるのはSSの中の小さな輪にすぎなかったが、残念ながら、それ

は非常に強力で、最終的には決定的なものであった。ヒムラーは基本的に

国家社会主義を理解せず、ただこの口実を利用して、人種的プライドと誤

解されたマスターヒューマンの自分のイデオロギーを押し付けようとした

のである。このSSのイデオロギーがどれほど我々の大義を傷つけ、国家社

会主義人民国家の没落に貢献したかを理解するために、これ以上の詳しい

説明は必要ないだろう！前述のように、このような独断的な傾向は、国家

の中に国家を形成するのと同じくらい、SAにとって異質なものである！ 
  

したがって、私が1977年に新しいSAを作り始めたとき、歴史的なシュト

ルム・アブテイルングの伝統を公言するものでしたが、それには最初か

ら、"私がこの運動で何か発言する限り、新しいSSは存在しない！"という

決意も含まれていました。  
 

その間、いくつかの抵抗にあいながらも、私たちのコミュニティでこれを

完全に実施した。ANS/NA組織指導部の元メンバーであるアーンド・ハイ

ンツ・マルクスの周りに集まった、我々のコミュニティ内のSSウイングを

取り巻く危機は、SSイデオロギーの有害な新版に対する我々の懸念がいか

に正当なものであるかを示した。  
 

もちろん、私たちの考えを独断的に歪める誘惑は、SSの輪に限ったことで
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はありません。もちろん、SSの中にも（説明したように）肯定的なこと

はたくさんありましたが、SSの外では独断論が決定的な影響力をもって

現れることはありませんでした。  
 

しかし、SSは1934年6月30日のSAの権限剥奪の直接の受益者であったの

で、我々にとって、独断専行との闘いは、すでに論じた反動との闘いと

ともに、我々の立つ伝統の一部である！1934年6月30日が我々の運動の歴

史の中で決して繰り返されてはならないという我々の誓いは、我々の共

同体の中で独断的なイデオロギーと独立を目指す組織的傾向を断固とし

て拒絶することを要求する。我々の政治的兵士にとって、これはSAの伝

統の8番目の側面である！ 
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